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日本の原子力利用の始まり(1/3)

日本の原子力利用の始まりは、戦後の科学技術復興とエネル
ギー確保の必要性の中で進められました。

1. 戦後直後：占領下での原子力研究禁止（1945〜1952年）
第二次世界大戦後、日本はGHQ（連合国軍総司令部）により原子
力研究が禁止されました。

その間、原子核物理や放射線医学の分野に限って基礎研究が
細々と続きます。

2. 原子力研究再開と「原子力基本法」制定（1952〜1955年）
1952年の独立回復後、再び原子力研究の道が開かれます。
・1953年：アイゼンハワー米大統領が「Atoms for Peace（平和のための原

子力）」演説
・１955年：原子力基本法制定

「自主・民主・公開」の原則を掲げ、原子力の平和利用を明確化
同年、日本原子力研究所が設立されました。

1950年代から1960年代は、世界
各国で「原子力の平和利用」が
始められた期間といえます。

原子力基本法の原案の大半は、後
に首相となる中曽根康弘氏が委員
長を勤めていた衆院両院合同委員
会で決定されました。

国連総会で演説をするアイゼンハワー大統領
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日本初の商用原子炉。日本原電の東海１
号炉。1966年稼働。（現在は解体作業中）

3. 初の原子炉導入と国産化の始まり（1950年代後半〜1960年代）
•1957年：日本初の原子炉 JRR-1（研究用）が臨界

• 茨城県東海村、アメリカ製プール型炉
→ これが日本の原子力利用の実質的スタート

•1963年：東海発電所建設開始（英国型ガス冷却炉＝GCR）
•1966年：東海発電所が発電開始
→ 日本初の商業用原子力発電所
その後、アメリカ型軽水炉（PWR・BWR）が主流に。

4. 技術自立と拡大期（1970年代〜1980年代）電力会社各社が軽水炉

を導入国産技術の比率拡大（原子炉建設メーカーの育成）1974年：動
燃事業団設立、高速増殖炉・核燃料サイクル研究開始

（参考情報）
中曽根康弘氏の登場（1950年代前半）
●「原子力の父」と呼ばれた政治家
1954年、中曽根康弘は若手代議士（当時36歳）として、
原子力予算2億3500万円を計上する法案を議会に提出し通過さ
せました。
これは「原子力予算」としては日本初です。954年度予算に原子力研究費
を盛り込んだことは、日本の原子力開発の出発点とされます。

当時の先端技術であった原子力発電所
を、民間企業のみで開設することは難
しかったことから、国も協力して「日
本原子力発電株式会社（日本原電）」
が設立されました。
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日本の原子力利用の始まり(2/3)
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その後、世界では、現在の主流である「軽水炉」の建設が盛ん
になります。「軽水炉」とは、中性子を、私たちがふだん目にす
る普通の水（「軽水」）によって減速する方式です。日本では
1970年に、2基が運転を開始しました。

出所：エネ庁HP 日本における原子力の平和利用のこれま
でとこれから｜原発｜エネこれ｜資源エネルギー庁

ひとつは、福井県にある日本原電の敦賀発電所に誕生した「敦賀発
電所1号機」で、これが日本で初めての「沸騰水型軽水炉（BWR）」で
す。
また、同じく福井県にある関西電力の美浜発電所では、「美浜発電所
1号機」が「加圧水型軽水炉（PWR）」として運転を開始しました。

1970年は、大阪で日本万国博覧会が開催された年でもあ
り、高度成長期の真っ只中にあった日本では、未来を担う
さまざまな先端技術への期待が高まっていました。こうし
た世の中の流れの中で、「原子力は発電に利用すること
のできるエネルギーである」という認識が、日本にも広まっ
ていきました。

日本の原子力利用状況の推移
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試送電した大阪万博会場の様子

日本の原子力利用の始まり(3/3)

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/nuclear/nihonnonuclear.html
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/nuclear/nihonnonuclear.html
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/nuclear/nihonnonuclear.html
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/nuclear/nihonnonuclear.html
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出所：青森県HP club-15_1.pdf

電気を作るしくみ

発電方法はみんな同じ

それぞれ、燃料や自然の
力を使ってタービンを回転
させ、発電機を動かして電
気を作ります。

自転車に
ついてい
る発電機
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https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
https://aomori-energyclub.com/club/docs/club-15_1.pdf
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火力発電と原子力発電の違い

火力発電も原子力発電
も、蒸気でタービンを回
して発電する点では同じ
です。
違いは、火力発電のボ
イラーが化石燃料を使
用するのに対し、原子力
発電ではボイラーを原
子炉に置きかえ、ウラン
を燃料としていることす。

7出所：原子力文化財団HP 【5-1-01】火力発電と原子力発電の違い | エネ百科｜きみと未来と。

https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-1


原子力発電のしくみ

原子力発電は，原子炉の中でウランが核分
裂する時に出る熱で水を沸かして蒸気を作
り，その蒸気の力でタービンを回し，連結して
いる発電機で電気を起こします。
タービンを回し終えた蒸気は，復水器で冷や
されて水に戻り，再び原子炉へ送られます。
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核分裂の仕組み ウランには核分裂しやすいもの（ウラン235）と、
しにくいもの（ウラン238）があります。
核分裂しやすいウラン235が中性子を吸収する
と核分裂反応が起こり、熱エネルギーと新たな
中性子を放出します。
原子力発電所では水と制御棒で中性子をコント
ロールして、核分裂の数を一定に保って運転し
ています。

8出所：原子力発電のしくみはどうなってるの？ | 東北電力 ホームページ

https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q2.html


日本の原子力発電所の現状

稼働中の原子炉 1４基
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現在、再稼働している発電所は１４基。
今後更なる早期稼働が期待されます
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原子力発電の現状

出所：エネ庁HP 046_01_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/046_01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/046_01_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/046_01_00.pdf


原子力発電と原子爆弾の違い
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出所：原子力文化財団HP 【5-1-09】原子力発電と原子爆弾の違い | エネ百科｜きみと未来と。

原子爆弾はウラン235をほ

ぼ100％まで濃縮しているの

に対し、原子力発電（軽水

炉）燃料のウラン235の濃縮

度は3～5％です。

従って、原子爆弾と原子力

発電の燃料はウラン235の

濃縮度が大きく異なっており、

原子炉は原子爆弾のように

核爆発を起こしません。

https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9
https://www.ene100.jp/zumen/5-1-9


原子燃料サイクル(1/2)

出所：東北電力HP 原子力発電で使い終わった燃料はどうなるの？ | 東北電力 ホームページ

軽水炉を中心とした核燃料サイクル

ウラン燃料のうち、発電で消費され
るのはわずか３～５％程度で、約
95～97％は再利用できます。
使い終わった燃料（使用済燃料）を
再処理して、消費されなかったウラ
ンと新しく生まれたプルトニウムを
取り出し、再び原子力発電所で使
用する流れを「原子燃料サイクル」
といいます。
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https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
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原子燃料サイクル(2/2)

発電によるウラン燃料の変化（例）

出所：東北電力HP 原子力発電で使い終わった燃料はどうなるの？ | 東北電力 ホームページ 12

https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/electr/genshi/safety/qa/q3.html
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原子燃料サイクル施設の位置

13
出所：原子力・エネルギー図面集



・ウラン濃縮工場：平成４年３月操業開始

・低レベル放射性廃棄物埋設センター：平成４年１２月操業開始

・高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター：平成７年４月操業開始

・再処理工場：2026年度中の竣工の予定。

・ MOX燃料工場： 2027年度中の竣工の予定。

ウラン濃縮工場

高レベル放射性廃棄物埋設センター

低レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター

再処理工場

MOX燃料工場
写真出所：日本原燃HP 14

原子燃料サイクル施設の概要(1/4)
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15出所：原子力・エネルギー図面集

原子燃料サイクル施設の概要(2/4)



出所：原子力文化財団HP 再処理と使用済燃料の中間貯蔵 | 原子力開発と発電への利用

再処理の工程

原子燃料サイクル施設の概要(3/4)

16高レベル放射性廃液

https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-09.html
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原子燃料サイクル施設の概要(4/4)

ガラス固化体概要図

エジプトでは数千年前のガラス服飾品やグラスが、我が国でも千数百年前のガラス装飾品が見つかっており、そ
れらが今も美しい色と光沢を保っていることからも分かるように、ガラスは長期間にわたり安定した物質です 17

ガラス固化体は、高レベル放射性廃液とガラス原料を混ぜて一体化して固めたものです
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高レベル放射性廃棄物の地層処分の仕組み

出所： NUMO HP setsumei_taiwa_2022_may.pdf (numo.or.jp) 18

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf


19

高レベル放射性廃棄物の地層処分の概念図

出所【8-3-08】高レベル放射性廃棄物の地層処分の概念図 | エネ百科｜きみと未来と。
19

https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
https://www.ene100.jp/zumen/8-3-8
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地層処分事業の概要

20
出所：NUMO HP  setsumei_taiwa_2025_february.pdf

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
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日本における「文献調査」の動向

出所：NUMO HP setsumei_taiwa_2025_february.pdf

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf


地域における「対話の場」の役割

2222
出所：NUMO HP setsumei_taiwa_2025_february.pdf

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
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地域との共生に向けた取り組み

出所： NUMO HP setsumei_taiwa_2022_may.pdf (numo.or.jp) 23

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2022_may.pdf


最終処分の実現は原子力利用国の共通課題

24出所：NUMO HP setsumei_taiwa_2025_february.pdf

https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf
https://www.numo.or.jp/setsumeikai/data/setsumei_taiwa_2025_february.pdf


ご清聴ありがとうございました
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